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１ 事 業 名 

所沢市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例の制定 

 

２ 事業の概要 

国登録有形文化財である秋田家住宅の有する歴史的な価値を生かしなが

ら、その保存及び活用並びに安全性の向上及び維持を図るために必要な事

項を定めることにより、建築基準法の規定を適用除外とするため、条例を

制定するものである。 

 

３ 他自治体の類似する政策等 

同様の趣旨の条例を制定している事例として、川越市、神奈川県小田原

市などがある。また、市が所有する歴史的建築物のみを対象とした条例を

制定している事例として、大阪府羽曳野市がある。 

 

４ 市民参加の実施の有無とその内容 

なし 

 

５ 関係法令、基本計画との整合性 

文化財保護法、建築基準法 

 

６ 事業費及びその財源等 

なし 

 

７ その他 

  添付資料 

  ・所沢市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例概要 
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所沢市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例概要 

条文概要 

第 1 章 総則（第 1 条・第 2 条） 

 ・条例趣旨と用語を定義。条例の対象が国登録有形文化財「秋田 

家住宅」であることを規定 

第 2 章 保存建築物の指定等（第 3 条ー第 6 条） 

 ・建築基準法適用除外の指定を受けるために、保存活用計画の 

策定と提出を義務付ける。 

  ※文化財保護課が保存活用計画を策定して建築指導課に提出 

し、建築審査会の同意を得て指定を受ける。 

 ・変更及び指定の解除についても規定 

第 3 章 保存建築物に関する制限 

 第 1 節 現状変更の規制（第 7 条ー第 9 条） 

 ・増築等又は形状変更等をしようとする際の規制や完了検査等を 

規定 

 第 2 節 保存のための措置（第 10 条･第 11 条） 
 ・保存活用計画に則して適切に管理することを規定 

第 4 章 雑則（第 12 条･第 13 条） 

 ・保存活用計画の策定、変更、増築等又は形状変更等の許可をす 

る際に消防から意見を聴取することを規定 
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